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OntheRolesofNon-Governmental

EngineeringAcademies
●●

KurtOstlund,President

RoyalSwedishAcademyofEngineeringSciences

司会それでは、きょうの座長をしていただき

ます、日本工学アカデミー副会長、国際委員長の

中原恒雄氏をご紹介いたします。では、中原さん、

お願いします。

中原ただいまご紹介いただきました中原でご

ざいます。

本日はRoyalSwedishAcademyofEngi‐

neeringSciencesのPresidentのクルト・エスト

ルンド(KurtOstlund)先生に、ご案内のように

「ＯntheRolesofNon-GovemmentalEngi，

neeringAcademies」ということで、ご講演をい

ただくことになっております。

最初にエストルンド先生のご略歴を紹介させて

いただきたいと思います。

エストルンド先生は、1937年にお生まれになり

まして、ストックホルムの王立獣医学校で獣医学

を専攻されました。1956年から獣医学をご専攻さ

れているわけですが、1963年、1964年にはストッ

クホルム大学でchemistryを専攻していらっしゃ

います。1969年にストックホルムで獣医学のドク

ターをお取りになりました。1971年には食品衛生

学の教授、そしてストックホルムの王立獣医大学

における食品衛生学の研究所長を歴任されました。

エストルンド先生は、同時にスウェーデンの食肉

研究所の所長もしておられますし、またスウェー

デンで有名なアルファラバル食品酪農会社の研究

開発担当の副社長、その他産業界での重要なお仕

事もされておられます｡1995年からRoyalSwedish

AcademyofEngineeringSciencesの会長

(President)をしておられます。

先生の講演の中で、しばしばＩＶＡという言葉が

出てまいりますが、これはスウェーデン語でRoyal

SwedishAcademyofEngineeringSciences

を呼ぶ場合の略称で､インエンヤーシュ(Ingenj6rs）

というのはエンジニアリングということでありま

す。ベンテンスカープス(Ventenskaps)、これは

サイエンスということでございます。それから、

アカデミーン(akademien)。その頭文字を取りま

して、ＩＶＡというのが親しまれている略称となっ

ておりますので、最初にご紹介させていただきた

いと思います。

それでは、先生、よろしくお願いいたします。

エストルンド座長、大変ご丁寧にご紹介いただ

きまして、ありがとうございました。スウェーデ

ン語がそんなにお上手だということを知りません

でした。

会場の皆様、そして三つの工学アカデミーの同

僚の皆様、きょう皆様方との会合にゲスト･スピー

カーとして招かれましたことを、大変名誉に思っ

ております。

きょうは世界で最も古い工学アカデミーの会長

としての立場でお話をさせていただきます。また、

私ども工学アカデミーの間の友情にも心から感謝

いたします。工学アカデミー間の協力は相互に利

益をもたらすものであると信じておりますし、私

どもすべてを強化してくれるものであると思いま

す。

ＩＶＡ（スウェーデン王立理工学アカデミー）が

これまで経験を積んでまいりましたことが、姉妹

アカデミーにも役に立つものであることを望んで

おります。そのような望みを持ちながら、私ども

の経験を皆様方にきょうご紹介させていただきた

いと思います。

今、世界じゅうでいろいろなうわさが立ってお

ります。そのひとつは、この世紀の終わりには世

界じゅうのコンピューターがすべてダウンしてし

まうといううわさです。コンピューターは今、何

世紀にいるのか、もしくは今どの千年紀にいるの
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ｶｺということさえわからなくなってしまうと聞い

ています。そういうことが起こりますと、銀行業

務や行政のシステム、世界じゅうの工学アカデミー

の業務にさえ悲惨な状況をもたらしてしまいます。

どれだけ私たちの毎日の生活が深刻に断ち切られ

てしまうかということも想像できるものです。実

際にどういう状況が起こるのかということは、だ

れも確実にはわかりません。

しかし、ひとつ明らかなことがあります。情報

技術は存在し続けるということです。科学の分野

で、教育の分野で、ビジネスの分野で非常に大混

乱をもたらすという可能性が示されているにもか

かわらず、情報技術は非常に重要なものであり続

けるでありましょう。

もしこの混乱が起きると、コミュニケーション

の断絶が起こってしまいます。技術と人々の間の

インターフェースの断絶、もしくは道具とそのマ

スターとの間の断絶ということが起こってしまい

ます。マン・マシン・インタフェースを改善して

いくことが、コンピューターのアプリケーション

を開発する人たちにとっての責務であり、チャレ

ンジであります。そして、技術と社会のニーズと

の間の相互関係を改善していくということが、ひ

とつの責務である、もしくはそれこそが工学アカ

デミーの責務であるとさえ言えると思います。こ

の疑問に立ち返って話を進めていきたいと思いま

す。

ここで結論づけられますのは、今日、技術の分

野の中で、すべての工学アカデミーが関心を持っ

ております分野のひとつが、情報技術であります。

もちろん欠点はあります。しかし、非常に重要な

役割を次の世紀に世の中で果たしていくというこ

とは運命づけられているわけであります。

きょうは私どもがここに一堂に会しました。工

学アカデミーは同じような幸せな運命を享受して

いけるのだろうかということを話し合うために集

まりました。私の話の中で、私自身のアカデミー

でありますIVAについて何度も言及いたします。

これは、それが理想的な解決法だというわけでは

なくて、ここで私が経験を積んできたからこそ、

ＩＶＡについて何度も言及するわけであります。

この要となる疑問をもっと単刀直入に聞いてみ

２

ますと、一体社会というものは工学アカデミーの

サービスを次の千年紀にも必要としているんだろ

うか、と言いかえることができると思います。ま

た別の言い方をいたしますと、私たちのサービス

に対する需要というものは実際にあるんだろうか。

工学アカデミーというものは、究極的に絶対必要

なものなんだろうか、というふうに言いかえるこ

とができると思います。

残念ながら、私の答えはこれまでノーでありま

した。絶対不可欠なアカデミーというものはあり

ません。スウェーデンでは、少なくともビジネス

も産業も科学も、明らかに私たちの援助なしで生

存し続けていけます。現在話し合われております

ところによりますと、伝統ある私たちの機関の多

くが急速な変化に対処できなくて陳腐化してしまっ

ているという状況があります。工学アカデミーも

同じような状況に瀕しているのでしょうか。

社会、そしてその市民の基本的なニーズという

ものがなくなることはあり得ません。こういった

ニーズは、多かれ少なかれ同じであり続けるわけ

でありますが、今日の社会の中では急速な変化が

起こっておりますので、新しい解決策というもの

が、長年続いてきた問題に対して継続的に求めら

れているわけであります。これこそが、工学アカ

デミーがまさに入り込めるところだと思います。

私どもの科学、技術の知識を使って、また社会に

対する広い見方を用いることによって、問題を認

識し、解決策を導き出すというのが私たちの役目

だと思います。もちろんその成功の前提条件とい

たしましては、非常に高いレベルの能力を科学、

技術の分野で持っているということが重要であり

ますし、またその能力を実際に社会的文脈の中で

展開していく手腕も必要であります。

私の学校時代の先生のひとりが言った言葉を思

い出します。非常に重要な言葉でありますが、ラ

テン語です。コンディシオ・シネ・クワ・ノン

(conditiosinequanon)という言葉です。これは

それがなければ何もないような状態、つまり絶対

必要なものということを意味しています。

工学アカデミーは絶対必要なものではないと先

ほど言いました。必ずしも必要とされてもいない

し、また生き残っていくこともできません。少な
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くとも非常に活発な組織としては生き残っていけ

ないと思います。生き残っていくためには、ほか

の組織では絶対に満たされることのないような機

能を満たしていかなければいけません。

機能を満たす組織ということの意味であります

が、非常に高い野心的な目標を持っていて、そし

て社会の展開に影響を与えることができるような

ものであります。そして、その能力をもって、そ

の主たる目的を達成していくわけであります。

しかし、いくつかの組織におきましては、全く

反対の事実が見られています。つまり、ある種の

紳士クラブのようなものに成り下がってしまって

いる組織がたくさんあるわけであります。その会

員だけのための内向きのニーズだけを満足してい

るにすぎないというところがたくさんあります。

このようなことが私ども工学アカデミーの主たる

目的でないことは明らかであります。

アカデミーの存在は、社会のさまざまな分野に

何を提供していけるのかということにかかってい

ます。特別の知識や、またユニークな見方が必要

でありますが、ほかの機関やほかの組織が決して

満たすことのできないようなものを提供していけ

なければいけないわけであります。

ですから、このことが意味することであります

が、工学アカデミーといたしましては、巧みに戦

略をつくり上げなければいけません。それはあた

かもビジネスの企業が戦略を立てるのと同じよう

なやり方でやっていかなければいけないわけであ

ります。ビジネスの言葉で言えば、ニッチを見つ

けなければいけない。市場のすき間、適所を見つ

けなければいけないということになるわけであり

ます。

ビジネスのライフと同じように、競争の問題が

あります。何よりも競争力のある製品を提供して

いかなければいけません。その製品は例えば声明

であったり、レポートであったりするわけであり

ますが、それらは市場に受け入れられるようなも

のでなければいけません。レポートやメッセージ

がターゲットのグループに届くものでなければい

けません。そして、そのことはすべての市場にお

いて定義されていかなければいけないわけであり

ます。そうでなければ、製品を消費されることは

ありませんし、意図した効果が実現されずに失敗

に終わってしまうわけであります。

しかし、このアカデミーの中での競争というこ

とは、適切な会員を引きつけるという上でも言う

ことができるわけであります。つまり、アカデミー

の仕事に会員を誘い込むということにも競争があ

るわけであります。このことはますます重要になっ

てきています。人々の関心やそのコミットメント

における競争が日々エスカレートしていきまして、

激しくなってきているからであります。近代的な

社会は非常に幅広い興味や刺激的な活動を提供し

ています。アカデミーといたしましては、それよ

りもつと刺激的な活動を提供しなければいけませ

んし、もっと挑戦的なもの、例えばゴルフよりも

もっと刺激的で挑戦的なものを提供していかなけ

ればいけないわけであります。

このような背景のもとに、私どものスウェーデ

ンのアカデミーの考え方、スウェーデン工学アカ

デミーについて、どのようなアプローチをとって

きたかということをお話ししたいと思います。

私どもの定款は随分前につくられましたが、私

どもが厳守しなければいけないものであります。

ここでその定款の一部について、スライドをお見

せしたいと思います。（図１）

Themainobjectiveofthe

Academyisｔｏ…

“

ｐｒｏｍｏｔｅｆＯｒｔｈｅｂｅｎｅｆｉｔｏｆｔｈｅcommunity，the

technoIogicaIandeconomicsciencesandthe

progressofindustry”

(IVAlsstatutes，§1）

図１

定款の第１条でありますが、社会のために技術

科学や経済学、及び産業の進歩を促進するという

のが、私どもの主たる目的であります。約80年間

たってまいりましたが、この理念はまだ有効であ

ります。こういった言葉が書かれましてから、ス

ウェーデンでは比類のない科学的、技術的、また

経済的な発展を見てまいりました。アカデミーは
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どうでしょうか。そのアカデミー自身の展開は適

切だったのでしょうか。そして、未来における展

開はどうなるのでしょうか。

より形のあるもの、もしくは具体性というもの

を私どもの目的にもたらすために、もしくはうま

く人々にそのメッセージを伝えていくために、次

の三つの文章を考えました。（図２）

ＩＶＡshould…

▽CIearIyinfluenceSwedishdevelopmentinlVAos

spheresofcompetence

▽haveanaturaIpositionasadvisertoSwedenIs
decision-makers

▽takeanactiveroIeinthedevelopmentof

SwedenIsglobaIcompetitiveness

図２

IVAの能力の範囲の中で、スウェーデンの発展

に明白な影響を与えなければいけません。またス

ウェーデンの意思決定者への助言者としての自然

な立場に立たなければいけません。また、スウェー

デンの国際競争力の発展のために積極的な役割を

果たしていかなければいけません。

図２の最初の文章についてでありますが、ＩＶＡ

の能力の範囲ということでありますが、技術に加

えて経済ということが柱となります。テクノロジー

だけではありません。そして、経済とテクノロジー

の交点にあるのがマネジメントであります。また、

私たちはエンジニアリングというアートを取り扱っ

ています。これからが私どもの能力の範囲の中に

含まれる三つであります。テクノロジーとエコノ

ミクス、マネジメント、そしてアート・オブ・エ

ンジニアリング、この三つであります。

次の疑問でありますが、どのような道具や資産

を私たちは持っているのだろうかということであ

ります。まず何よりも大切なのはアカデミーの会

員、もしくはアカデミー会員の能力であります。

会員がなければ、アカデミーは存在できません。

会員の知識や経験なしには解決策はないわけであ

ります。非常に重要な資産であり、いかに評価さ

れても過大に評価され過ぎるということはないと

４

思います。企業の専門語を使うならば、会員は私

どもの第一資産であると言えると思います。

私の役割、そしてオフィスのスタッフの役割と

いうのは、この会員の能力が十分に生かせるよう

に、そのプロセスを助けていくということであり

ます。言うまでもなく、会員は非常に高い資格を

持った、経験のあるプロであります。知識の集約

によりまして、アカデミーに対してユニークで、

社会のパノラマ的な見方とその可能性を与えるこ

とができます。そして、その経験の集約を十分に

生かしていかなければいけません。

どうしてこの会員の貢献に価値がこんなにある

かといいますと、さまざまな社会の専門分野から

来ている人たちが集まっているからであります。

私たちの会員でありますが、スウェーデンの会員

だけでなく、国際会員におきましても、決してエ

ンジニアだけではありません。もしくは学界から

の会員だけではありません｡アカデミーには約1,000

人の会員がおりますが、さまざまな領域から来て

います。産業であったり、ビジネスであったり、

学界であったり、政府であったり、いろいろなと

ころから来ている人たちが会員となっています。

このようにさまざまな分野からトップの人たちを

集めてくるということによりまして、非常にユニー

クな力や見方をもたらしていると思います。エン

ジニアだけだったら、このような力は生み出せな

かったと思います。

また、私たちはかなりの時間と努力を新しい会

員の選出に費やしています。会員はまずノミネー

トされまして、同僚によって選出されます。その

際にはどういう専門領域か、どういう経験を持っ

ているかということに加えてアカデミーの仕事に

どのような実質的な貢献をしてもらえるかという

ことももちろん考慮に入れられます。私たちは常

に活動しているアカデミーでありますから。

私たちのアカデミーというのは、活動している

アカデミーだというお話をしました。会員を選出

する際に、例えばノーベル賞のような原則で選ん

でいるわけではありません。２０年、３０年前にした

ことに対して選んでいるというのがノーベル賞で

ありますが、私たちの場合は若くて活動している

人を選んでいます。新会員の平均年齢は大体49歳

愈
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で、非常に若い会員であります。

アカデミーの資産の評価ということにつきまし

て、私たちはIVAという名前を持っていますが、

それが私どもの商標であり、またブランドでもあ

ります。これが私どもの第二資産であります。こ

の点、私たちは非常にラッキーでありました。ＩＶＡ

は長い間、存続してまいりました。ほかの姉妹ア

カデミーよりもかなり長い経験を持っているわけ

ですので、私たちのイメージを長年にわたって育

て上げることができました。このプロセスは時間

がかかります。私はポルボで働いていたことがあ

りますし、またポルボの車が好きですが、ポルポ

にとりましては、やっと25年かかって、ボルボと

いうプランドネームを確立しました。そして、品

質と安全という意味をそのブランドネームからス

ウェーデンの国内市場で確立することができたわ

けであります。

ですから、アカデミーの名前でありましても、

これをブランドとしてとらえて、それにふさわし

い行動をとっていくということが非常に重要だと

思います。スウェーデンにおきましては、ＩＶＡと

いうプランドネームが能力や独立性、そして学際

的なアプローチを意味しています。私たちのアイ

デアや提案の信頼性は、私どもの組織の誠実さと

能力、この両方に負っています。さまざまな分野

や学問分野から会員を募っておりますので、私た

ちがメッセージを伝える際に信用があるわけであ

ります。そして、さまざまなところから、あると

きはライバル企業から来ていても、中立的な立場、

非競争的な雰囲気の中で作業をしています。この

ような中で非常に実りのあるアイデアや見通しの

統合を行うことができるわけであります。

私たちが実際に政治家に私たちのメッセージを

聞かせることができたならば、私たちの活動は成

功だと言えるでしょう。決して彼らが期待するよ

うなこと、彼らが聞きたいようなことを伝えては

いけません。アカデミーとして確信を持って、そ

の能力、その独立性、誠実さをもとにした上で意

見を言っていかなければいけません。

数年前に私どもの大臣のひとりカー当時の国

防省の大臣でありましたが、大衆の前でスピーチ

をいたしました。ＩＶＡに対して、非常に私たちを

喜ばせることを言ってくれました。ＩＶＡはスウェー

デンにとっても、スウェーデンの政府にとっても、

また彼自身にとっても非常に価値のあるものであ

る、と言ってくれたわけであります。しかし、ＩＶＡ

はまたある面、非常に頑固であり、常に彼が期待

するようなことを言ってくれたわけではなかった、

とも言いました。彼はまさにこのアカデミーの役

割というものを本当の意味で理解していた大臣で

あったと思います。

私どもの誠実さということは非常に重要であり

ます。もしあらゆるケースで私たちが私たちの公

平さを放棄してしまったら、私たちの信用はなく

なってしまいます。ですから、こういった私たち

の誠実さを守っていくことが、アカデミーの会長

に委託されている重要な責務のひとつであると私

は考えています。もちろん個々の会員はさまざま

な利害や意見を持っているわけですので、摩擦は

あります。しかし、アカデミーの会長としてはこ

れは当然のことと受けとめなければいけないと思

います。

また、重要でないとは言えないひとつの要素と

いたしまして、私どものプランドネームの中に

Royal、王立という言葉が使われているということ

があります。王族の方々が私たちの活動に常に強

い関心を持ってくれています。スウェーデン国王、

カール・グスタフ16世陛下が私どものアカデミー

の後援者でいらっしゃいます。国王がこのように

アカデミーの活動を支持してくださっているとい

うことは、非常に喜ばしいことであります。例え

ば王室技術ミッションー毎年１週間さまざまな

国やさまざまな大陸を訪れる国際的な視察団であ

りますが、このリーダーを国王が務めてくださっ

ています。1990年にはIVAの後援者として日本に

来られました。来年はブラジルに行かれる予定で

あります。９８年におきましては、国王は、１１月３

日にストックホルムで開かれます私どもの年次総

会にもご参加くださいます。

どのような組織でも、トップに居続けようと思っ

たならば、資産を開拓していかなければいけませ

ん。これはアカデミーにとっても同様に重要です。

私たちにとって最も重要な資産は会員であり、ブ

ランド名であります。このふたつは、どちらも無
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視してはいけません。しかし、私たちの会員はみ

んな忙しい人たちです。いろいろなところでコミッ

トしなければいけないことがたくさんあります。

そういう中で時間を割いてくださっている、また

エネルギーをアカデミーの活動に捧げてくださっ

ているということは、非常に幸運だと思います。

ですから、私たちの義務としては、そのコミット

メントに対して報いていかなければいけません。

そのために刺激的な話し合いの場を設けたり、ま

た世界から同業者を招いて会合を開いたり、より

深くこの発展に影響を与えるプロセスにかかわっ

てもらうための努力を行っています。

ときどき私は、非常に重要な人たちなのに、そ

んなに多くの時間と努力をアカデミーのために割

いてくださっているということで、驚いてしまう

ことがあります。これにはふたつの要因があると

思います。まず、その仕事そのものが非常に刺激

的だからということがあると思います。同業者と

会って、お互いに経験を補完することによって、

非常に知的に刺激的で興味深い話し合いを持つこ

とができるというのがひとつの要素だと思います。

もうひとつの要素は、実際に結果を見ることがで

きるということであります。意思決定者がアカデ

ミーの意見を聞くことを学んでまいりました。そ

して、会員といたしましては、メッセージを政府

に伝える上で、これほどすばらしい手段はないと

考えているようです。

また、第二の資産に磨きをかけていくというこ

とも重要であります。プランドネームを常に磨い

て、輝きを失わないようにしていかなければいけ

ません。科学的な事実という信頼できる要素に基

づいて仕事をしていくだけではなくて、私たちの

分析力、また商業的・政治的な利害から独立して

こういった解析を行っていくということが、私ど

もの評判を保っていく上で非常に重要な要素だと

思います。

次の疑問でありますが、一体だれのためにこう

いった活動を行っているのかということでありま

す。つまり、ＩＶＡのターゲット・グループはどこ

なのか、そしてなぜなのかということであります。

そこで、次のスライドをお見せしたいと思いま

す。（図３）

６

lVAlsTargetGroups

▽Decision-makersinParIiamentanｄｔｈｅ

Ｇｏｖｅｍｍｅｎｔ

▽lVAIsownmembers

▽Decision-makersinbusiness，researchand

education

▽Decision-makerswithintheEU

▽YoungpeopIe

図３

私の答えでありますが、私たちの第一のターゲッ

ト･グループは国の意思決定者であります。スウェー

デンの議会であったり、スウェーデンの政府にい

る意思決定者であります。次のターゲット･グルー

プとして、もちろんIVAの会員もそうであります。

また、ビジネスや研究や教育の分野での意思決定

者がこの中に入ります。また、ＥＵにおける意思決

定者などヨーロッパ全体での意思決定者も、この

非常に重要なターゲット･グループの中に入って

まいります。

また、一般大衆も私たちのターゲット。グルー

プの中に入ってくると思います。これが第二のター

ゲット・グループと言えるでしょう。彼らに働き

かけていくことによって世論をつくり、そして最

終的には第一のターゲット。グループに圧力をか

けていくことができるわけであります○

私は政治家が私たちのメッセージを聞いてくれ

たときが、私たちが任務を果たしたときだという

ことを申し上げました。非常に新鮮で、また初め

て聞くような意見であれば、彼らは聞いてくれる

と思います。

最近になりまして、我々は社会のもうひとつの

グループが非常に重要であるということを認識し

始めました。それは若い人々です。すなわち、若

い人々が我々アカデミーにとって当然ターゲット

とするグループであるということは明白でありま

す。しかしながら、伝統的にそうではありません

でした。少なくとも我々のアカデミーではそうで

はありませんでした。今日の若い人々は、歴史上

かつてなかったような急速な変化に直面している

わけです。もちろん我々が行ったのと同様の選択

もしなければいけませんが、しかしながら我々が

'種稔り
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成人になったときに経験したようなものではなく、

もっと果てしなく無限に競争的になり、国際化の

進む世界に直面しているわけです。ですから、彼

らも覚悟が必要です。よい仕事を得たければ、よ

い教育が必要であり、本当によい仕事を得たけれ

ば、科学や技術の分野での教育が必要になってき

ます。こういった分野で新しい雇用機会が生まれ

ているからです。ですから、ＩＶＡといたしまして

は、キャリアをつかむことへの彼らの関心を促す

ことを目的としています。

私といたしましては、我々の活動をさらに若い

人々たちを誘致するような活動にしていきたいと

考えています。彼らこそが社会の将来を担ってい

るし、アカデミーの将来を担っているからです。

彼らは新しいアカデミーのメンバーであり、次世

代の企業のリーダーであり、意思決定者の中枢と

なる人々です。

アカデミーを運営していくというのは、ただ単

に哲学的であったり、または原則や戦略を構築す

るだけではありません。企業を経営するようない

わゆる世俗的な仕事も必要です。こういったふた

つのアプローチをどのように組み合わせていくの

でしょうか。

私の前任者のひとりは、かつてこのように書い

ています。アカデミーにはふたつの顔がある。ま

ずひとつは、伝統を伝える人の顔である。すなわ

ち、知識や経験に対する経緯を具現化したような、

１世紀前の古い規則や不文律を伝える人である。

もうひとつは、若い改革者の顔であるというので

す。すなわち、知識や技術的な進展や、国際関係

の中における変化を歓迎し、そしてそうした変化

によって活動の方向性や構造を変えていこうとい

うものです。

この考えは我々アカデミーの今日の機能を反映

しているものです。ビジネスの言葉でいえば、我々

はふたつの統合化されたコアビジネス、またはコ

ア活動を持っています。

次のスライドをご覧ください。（図４）

我々のアカデミーの活動、そして我々のプログ

ラムの活動がここに書かれています。アカデミー

の中心的なものといたしまして、定期的な年次総

会や分科会が毎年秋に開かれております。ここに

Twointegratedcoreactivities
Academyactivities

DivisionaIactivities，AcademyMeetings，regionaI
activitiesundertheauspicesofIVAisRegionaI
Chapters,BusinessExecutivesCouncil,international

contacts，resear℃hexchanges

Programmeactivities

PrOjectsincIudingstudies，seminars，symposia，
books，infbrmationbookIets，othermedia，press
seminars

図４

お集まりの方々も参加なさったことがあるかもし

れません。そして、研究交流や研修旅行などがあ

ります。これらの活動はアカデミーの特色を示す

ものであります。そして、これらの活動はＩＶＡの

700人のスウェーデンのメンバー、また200人以上

の外国人のメンバー、またBusinessExecutive

Council－これは200以上の主要なスウェーデン

企業が加入しているものですが、これらの人々の

ためにこの活動が行われているわけです。

また一方、もうひとつ、プログラム活動という

のがあります。これはセミナーやシンポジウム、

または研究、プレス・セミナーなどの行事であり

ます。これらの活動は、いわゆる外向き、外向的

なものと言えると思います。すなわち、ＩＶＡの活

動、またはビジネスに必ずしも直接かかわってい

ない人々もターゲットとしているからです。この

プログラムの活動の目的は、新しい考えを広め、

そして世論に影響を与え、違いをもたらそうとい

うことです。そして、これらの活動はその具体的

な手段であります。その手段によりまして、アカ

デミーの基本的な目的を達成することができるの

です。すなわち、技術的、経済的な改革を促進し、

産業の発展を促すというものです。

さて、アカデミーの歴史を考えてみますと、ど

のアカデミーにとっても主要なコンセプトという

のは柔軟性だと思います。柔軟性というのは、伝

統よりも重要なのです。伝統だけを引き継ぐとい

うことにはリスクがあります。構築した組織を維

持するための弁解にしかならないし、また変化に

対して門戸を開放しないことの単なる弁解にしか

ならないからです。ですから、どの組織もその成

功というのは変化に対しての見解を調整し、そし
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て活動を適応させていくということです。そして、

我々IVAはいつも変化という風(かぜ)に対して門

戸を開いています。どのアカデミーにとってもこ

れは不可欠な要素であると思います。すなわち、

可能性のある結果を予測し、それに応じて適応し

ていくということです。

ＩＶＡは1919年に設立されましたが、そのときに

は明確な目的、すなわちスウェーデンの産業のた

めのエネルギー供給を確保する目的のために設立

されました。そして、設立当初からアカデミーは

触媒としての役割を果たしてきました。スウェー

デンにはＩＶＡの委員会やグループを原点や出所と

している20以上の機関があります。最初の20年間

はIVAはたくさんの研究所を持っておりまして、

NationalMuseumofTechnology（国立技術

博物館）もそのひとつで、ＩＶＡのオフィスの屋根

裏から始まったものです。戦後になりまして、そ

ういった研究が大学で行われるようになりました

ので、ＩＶＡは注目するところをまた別の分野にか

えていったわけです。しかしながら、アカデミー

はときどきの問題に対処するために、長期間にわ

たってたくさんの研究所や組織を設立いたしまし

た。

全部で20の機関がありますが、これはIVAの委

員会やＩＶＡのグループからできたものです。この

リストはそのいくつかを示したものです。（図５）

Spin-offorganizations
NationaIMuseumofTechnology，１９２４

InstitutelbrSurfaceChemistry，１９６２

SwedishCorrosionResearchlnstitute，１９６５

TheSweden-JapanFoundation（SJF)，１９７１

InternationalFoundationfbrScience(IFS)，１９７２

TheSwedishTechnicalAttacheSystem，１９８１

StockhoImTechnoIogyPark，１９８５

SwedishIndustrialDesig、Foundation，１９８９

SwedishInstituteforQuality(SlQ)，１９９１

図５

例えば界面科学研究所やスウェーデン腐食研究

所、スウェーデン日本財団一これは1971年に設

立されました。そして、国際科学財団ですが、こ

れは今日は非常に大きな組織となっており、たく

さんの人々が雇用されているわけです。そして、

８

開発途上国に向けての仕事も行っています。また、
(注）

スウェーデン技術アタッシエ・システムもありま

す。これもIVAから派生したもので、1981年に設

立されたものです。また、このような組織とＩＶＡ

は今でも緊密な関係を続けておりまして、私はス

ウェーデン技術アタッシエ・システムの理事長も

務めております。また、スウェーデンの品質研究

所なども最後に書かれております。これらの組織

は我々IVAの委員会から派生したものであります。

1970年代になりますと、我々の活動の焦点をま

た変更いたしました。アカデミーは大規模なシン

ポジウムやセミナーなどを開催し、そのときどき

の話題、また技術的テーマに焦点を当て、スウェー

デンや外国の聴衆を招集いたしました。そのとき

IVAはこういうことをする数少ない機関のひとつ

でありまして、またその先駆者でもありました。

非常に幅広い国際ネットワークを持っていたため

に、いろいろなすばらしい専門家やスペシャリス

トを呼ぶことができたのです。しかし、これだけ

では十分ではなかったわけです。そして、現在は

何をするべきか。我々は知識を洗練する役割を持っ

ています。

lVAshould…

ａｃｔａｓａ鱈加erofknow1edgewithaviewto

beingａｉｍｕｂﾉｅｓｈｏｏｉｅｒ

図６

図６に示すように、我々は知識を洗練する役割

を果たさなければならないということです。そし

て、問題解決者として、そういった見解を持って

知識を洗練するということです。ときには我々の

研究結果は、政治家や行政の人々にはわからない

ことがあります。しかしながら、彼らが重要な決

定を果たす人々です。ですから、アカデミーとし

ては仲介者の役割を果たすのです。または通訳者

の役割を果たすのです。このふたつの全く違った

世界の仲介、橋渡しをするわけです。

それでは、アカデミーが新しい分野でどのよう

に運営しているかについてお話ししたいと思いま

す。そして、今年行いました主要なプロジェクト

についてお話ししたいと思います。
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これは全く新しいアプローチであります。恐ら

く一連の実験とも呼ぶことができるかもしれませ

ん。このアカデミーの活動の主要なコンセプトと

いうのは、事業、エンタープライズということで

あります。1997年はストックホルム博覧会が開か

れましてから100年目であります。また、アルフレッ

ド･ノーベル氏の遺志でノーベル賞が始まって100

年目でもあります。ですから、この100周年を記念

いたしまして、さまざまなプログラム、活動を行っ

ております。それによりまして、発明や革新といっ

た一般的な新しい考え方に対して人々の姿勢を変

えていこうというものです。

このプロジェクトを“InnovationYearl997”

と呼んでおります。そして、ここにはさまざまな

考えが背景としてあります。InnovationYear

l997といいますのは、アイデアや発明、ビジネス

のイニシアティブを解放するために国家の力を結

集するものです。目的はただ単に経済成長のため

だけではなく、人間の成長も求めています。すな

わち、知識や能力、人間関係やよりよい環境のた

め、そして一般福祉の拡大のための成長を求めて

いるのです。我々はすべての分野での起業を奨励

しています。そして、我々が世界的に卓越してい

るという自負を持っているのは、我々のベンチマー

クです。障壁を取り除くことができ、創意を奨励

し、成果に報いられれば、可能性はまだまだある

と思っています。

InnovationYearl997というのは、スウェーデ

ンの人々の創造性に対するチャレンジであります。

そして、もう既に100以上ものプロジェクトが登録

され、また新しいものもどんどん来ています。こ

のプロジェクトは若い人々、公共機関、自治体、

非営利組織、企業、政治家といった人々に対して

門戸を開放しています。

InnovationＹｅａｒ（革新年）のプロジェクトに

は、さまざまなものが入っています。地元でのキャ

ンペーン、また全国レベルのキャンペーンもあり

ます。そして、その州の革新者やその地域の革新

企業なども選択、指定いたします。そして、高等

教育機関と経済界との協力関係を促進する会議を

開催いたします。また、これはマスメディアでも

非常によい評価を得ております。

プロジェクトのひとつといたしまして、非常に

ユニークなものがあります。どのアカデミーにとっ

てもユニークだと言えると思います。これはテレ

ビのシリーズですが、「スウェーデンの革新」と

いうテレビ・プログラムでありまして、今現在放

映されています。これはテレビのドキュメンタリー

の中ではスウェーデンで最も大きな投資のプログ

ラムです。６回にわたる１時間プログラムであり

まして、スウェーデンの発明家や起業家たちにつ

いてのプログラムであります。プライムタイムの

時間に放映されまして、880万人の人口のうちの100

万人が視聴者としてこのプログラムを見ています。

この中の考えはどういったものかということです

が、発明家や起業家の人々への関心を引きだし、

起業家精神と経済成長と福祉といった関係を人々

に理解してもらおうというものです。

ここで短くこのテレビからの抜粋を少しお見せ

したいと思います。

このプログラムは非常に評判がよいようです。

きょうファクスをもらいましたが、このファクス

の中には、スウェーデンの新聞の中にももう一度

このシリーズを見たいという声が非常にあがって

いるということが書かれていたものがありました。

また、最も有名なスウェーデンの俳優を使ってい

ます。そして、この俳優自身も非常に喜んでおり、

このようなプログラムには今まで参加したことが

ないと言っています。米国での予定をキャンセル

して、我々のスウェーデンのプログラムに参加し

てくれました。彼はこの中でエンジニアの役をやっ

ています。今見えている人です。

このドキュメンタリーシリーズのひとつは、我々

自身のプログラムですが、５２分のプログラムです。

そして、そのあとにディスカッションがあります。

このプログラムは、グスタフ･デ･ラヴァル(Gustaf

deLaval)についてであります。アルファラヴァル

を創立した人で、さまざまな技術的なものを開発

した人のお話です。乳製品に関しての技術的なも

のをつくった人です。これは50歳の誕生日を迎え

た時の話です。そして、最もすばらしい祝辞一何

千もの人々が彼のところに来て、誕生日に祝福し

てくれたというところです。当時の発明家で起業

家の彼はヒーローでした。英雄でした。今日では
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テニスが強かったり、またポピュラーソングを歌っ

たりしてヒーローになることが多いですが。

たくさんの研究事業があります。このプログラ

ムをつくるだけでも非常にいろいろな研究をしま

した。３年間のプログラムで歴史的な研究をいた

しました。さらにこのようなプログラムもまた続

けていきたいと考えています。スウェーデンでの

今日における起業家精神にさらに磨きをかけるた

めに、こういったプログラムをさらに続けていき

たいと思っています。

どういったものかということをお見せしたかっ

たので、少しだけこのようにご紹介いたしました。

また、もうひとつ別のプログラムからの抜粋で

す。ＳＫＦについてです。ボールベアリングを発明

した会社です。もとのスケッチがここに書かれて

います。この技術をつくった人が書いたものです。

当時のベアリングの問題を解決したわけです。そ

して、スベン･ピングクピスト（SvenWingqvist）

自身が右にちょうど写っています。当時のままの

写真です。葉巻を吸っていますね。ＳＫＦの1907年

当時の写真です。

ペアリングの一番大きなものと小さなものです。

ここではベアリングをストックホルムまでトラッ

クで運んでいるところです。我々のレポーターが

ここにおりまして、当時の世紀に戻っていくこの

プログラムの中に、ちょうど彼が入っていくわけ

です。技術を使って、今このようなことができま

す。当時の風景の中にこのスピーカーが入っていっ

ています。

今、我々がどういうプロジェクトを行っている

かということをお見せいたしました。非常に実験

的な活動であります。先ほど若い人々に焦点を当

てなければいけないということをお話しいたしま

した。これはまさに若い人々のイニシアティブと

いう形で、InnovationYearl997のプロジェクト

にあらわれています。

また、そのほかに他のテレビのプログラムも始

めました。これは「アフター・スクール」という

ものです。この「アフター･スクール」の中では、

科学や工学におけるキャリアについて描写してい

ます。これはＺＴＶという若い人たちに最も人気の

あるチャンネルで行われています。そうすること

ZＯ

によって、彼らに対してさまざまなオプション、

選択機会が与えられているということを認識させ

るわけです。そして、科学や工学に対して時間と

努力さえ費やせば、さまざまな機会が与えられる

ということをお話ししています。

それでは、次の企画ですが、“Connect

Sweden"といいます。これは起業志向型のプロジェ

クトです。我々はカリフォルニアのサンディエゴ

で非常にすばらしいコネクト・プログラムを見ま

した。同じようなものをぜひスウェーデンでも、

という声が上がったのです。今年このプログラム

をどのようにするかという研究を行い、研究者や

起業家、発明家、サービス事業家たちと話し合い

ました。そして、これから数年先には我々は300以

上もの新しいハイテク企業のインキュベーターと

しての役割を果たし、企業に対して相当額資金を

調達することができると考えています。そうすれ

ば、新しい雇用機会も生まれます。

Connectというのは非公式な起業家組織であり

ます。180人のボランティアの方々が働いています。

その運営は経済界のサポートによってなされてい

ます。アカデミーの活動としては、この文脈の中

でIVAの代表団がこの４月にカリフォルニアに研

修旅行に訪れました。彼らは自分たちの見たこと

に対して非常に感激しました。そして、このコネ

クト・プログラムは、スウェーデン出身の教授、

マリー･リンデンスタイン･ワルショック(Dr・Mary

LindensteinWalshok)博士も行っているというこ

とから、彼女をIVAのセミナーに招贈いたしまし

た。その結果、我々は真剣にこのプログラムをス

ウェーデンでも始めようと考えたわけです。

さまざまな総合的にプログラムを進めていると

いうことをお話しいたしました。そうすることに

より、発明家や潜在的な投資家をともに協力させ

るということができるわけです。発明家というの

は、ただ単に発明する人というだけではなく、研

究者、革新家、また可能性のあるアイデアを持つ

人ならだれでも含まれると思っています。同じよ

うに投資家というのも、銀行やベンチャーキャピ

タリストだけの意味ではありません。会計士事務

所や、また法律問題を取り扱う弁護士事務所も含

まれると思っています。
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この意味でＩＶＡはスウェーデンにおけますベン

チャーキャピタル市場の先頭に立っていると考え

ています。皆様方の中には我々の行っているベン

チャー、または語義通りの冒険がアカデミーの範

囲を超えるものだとおっしゃるかもしれません。

私の答えといたしましては、今新しい地盤をテス

ト中、新しい分野を開発中だと言えましょう。す

なわち、我々の柔軟性という原則に基づいて新し

い分野を開拓しているのです。

さて、あすはどうなるのでしょうか。我々は変

化がいつも続いているということは知っています。

そして、この変化のスピードもどんどん加速され

ています。人々はこのような変化に追いついてい

けるのでしょうか。そして、意思決定者たちは、

我々を待ち受けているこのような変化を理解でき

るのでしょうか。これこそ、我々アカデミーが我々

の機能を発揮できるところだと思います。変化を

認知し、分析し、それを合成する、総合させると

いうこと、そして仲介的な役割を果たすこと、問

題解決者となることです。アカデミーは疑いもな

くこういった意味で社会に奉仕していると考えら

れます。

私自身はこのプロセスを展望するということは

必要だと信じています。我々のアカデミーでもも

ちろん、技術的展望、技術的洞察に対して努力を

しています。しかしながら、これは将来のシナリ

オを描くわけではありません。また、我々のアカ

デミー自身の将来についてのシナリオを書くわけ

ではありません。将来の技術の発展に関する予測

というのは、計り知れないほどの失敗をもたらし

てしまいます。そして、プロセスを洞察するとい

うことは、将来を予測することではないのです。

しかし、将来に影響を与えるということです。

ですから、私は将来どのようになるかというこ

とに対して予測したい、また10年後を予測したい

とは思いません。これはむなしく、また徹慢なこ

とだと思います。私が申し上げられるのは、柔軟

性というのが、これからもスローガンであり、合

い言葉だと思います。恐らく不確実‘性ということ

も人間の条件においては本質的な要素でしょう。

我々は創造力のある革新的な思考や事業を推進し

ていくことが必要だと思います。この意味で、こ

こで申し上げたいんですが、作家のウィリアム・

サマセット・モームの言ったことに同意いたしま

す。即ち、「過去を知るということは十分罪なこ

とだ。未来を知ることには耐えられない」と。

ご清聴ありがとうございました。

中原エストルンド先生、どうもありがとうご

ざいました。

それでは、ここでコーヒーブレークにいたしま

して、そのあと質疑応答あるいはディスカッショ

ン等をいただきたいと思います。

〔コーヒーブレーク〕

中原そろそろコーヒーブレークを終わりにさ

せていただきまして、エストルンド先生のお話に

対して、質問やコメントをお願いしたいと思いま

す。

ご存じのように、あした中国の方と韓国の方と

三国のアカデミーで、そのあり方について議論を

することになっておりますが、世界で一番古く、

また成功している工学アカデミーということで、

スウェーデンでのご経験と考え方をＩＶＡの会長の

エストルンド先生から伺って、大変参考になった

と思います。

どなたからでも、英語でも日本語でも結構です

ので、お願いしたいと思いますが、皮切りに私の

ほうから質問させていただきたいと思います。「イ

ノベーション1997年」ということで活動していらっ

しゃるわけですが、1997年はもうすぐ終わりです

が、これはことしで終わるんでしょうか。

エストルンド終わりません。９７年で終わるとい

うものではありません。非常に人を引きつけるか

らということで、そういう名前をつけたわけです。

特に100周年ということもありました。また、資金

を調達するという目的もありました。私たちのプ

ロジェクトというのは、1998年にもずっと続いて

いきます。恐らく98年半ばあたりに終わることに

なると思います。

プロジェクトの特徴ですが、まずプロセスをス

タートさせるということです。つまり、プログラ

ムを開始するわけであります。例えば、チャレン

ジというプログラムがあります。また、大臣に対
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して直接チャレンジをしていくという試みもして

います。また、市当局、市民が、今日ではお互い

に競合し合って新しい改善のやり方を起業家のた

めにつくろうとしているわけであります。

ＩＶＡというのは、ＩＶＡとしてそれを続けていく

というのではなくて、そのプロセスをスタートさ

せるのが役割でありました。例えばポルボであり

ますが、ベンチャーキャピタルの会社をつくりま

した。またスウェーデンのいろんなところで地域

的なプログラムを行っています。例えばヨッテボ

リでInnovationYearのキックオフを行いました。

そこの主要な人物は、ボルボのＣＥＯであるレフ・

ヨハンソン(LeifJohansson)であります。彼がい

ろいろな人たちを集めて、助けてくれました。ス

ウェーデンのその地域におきまして活動を続けて

くれたわけです。

私たちの役割、アカデミーとしての役割といい

ますのは、何か事を始めるということであります。

つまり、触媒として機能するということです。何

かが始まるということを見届ける、そのためのイ

ニシアティブをとっていって、ほかの人がそれを

続けていくということです。ですから、新しいメ

ソッドについての何かのプロジェクトを今度はや

ることになるでしょう。

コネクト・プログラムについてもお話しいたし

ました。これが次の大きなプロジェクトになって

いくと思います。

中原ありがとうございました。

どなたかご質間ございませんでしょうか。

お名前と所属をおっしゃっていただいて。

鈴木三菱電機の鈴木と申します。

会員制についての質問ですが、会員の平均年齢

が49歳だとおっしゃいました。私は今50歳です。

恐らく日本の工学アカデミーの最年少のメンバー

だと思います。平均年齢をどうやってそんなに若

く保っていくのでしょうか。若く保つために、何

か会員の退職システムがあるんでしょうか。

エストルンド会員の平均年齢ですが、選出され

るときの平均年齢が49歳です。選ばれるときです。

できるだけ40歳以下の会員を集めるようにしてい

ます。大体50歳前後になりますが、選出されると

きには49歳というのが平均年齢となっています。

1２

もちろん若い人たちがいいですが、例えばアメリ

カの工学アカデミーは、私たちよりも会員の平均

年齢が10歳若いわけです。

退会のシステムというのはありません。しかし、

65歳以下ということで限っています。385人のメン

バーが65歳以下です。これが最大限ということで、

65歳以下のメンバーの数を限っています。終身会

員となる会員もあります。６５歳以下の会員を限っ

ているということですが、何らかのチェアマンシッ

プが必要であるというような場合、また私たちは

12の部門を抱えておりますので、そこでのチェア

マンが必要であります。それぞれの部門で会員の

数が限られているわけです。例えば22名であった

り、４４名であったり、それは部門によって違うわ

けです。

私はバイオテクノロジー部門で1980年に会員に

なりましたが、２２人のメンバーがいます。６５歳以

下のメンバーが22人です。４３人か44人のメンバー

を、トータルのメンバーの数としているわけであ

ります。

いつ席があくかということで、その部門で選挙

の委員会を開くわけです。私はまたその選挙の委

員会のメンバーでもありました。まず、どういう

ニーズがあるのかということを認識しなければい

けません。特定の部門でのニーズであります。例

えば分子生物学者が必要なのか、もしくは製薬会

社の専門家がいるのか、もしくはほかの部門であ

れば分子生物学者でないならばどういう人がいる

のか、伝統的な分析的な、例えば食品の微生物学

者がいるのかどうかということを検討いたしまし

て、スウェーデンの大学やいろんなところを見ま

す。そこで、１０人ぐらいの人たち、その資格のあ

る人たちを選び、それにランクづけをします。そ

して、それを部門に対して、そのうちのトップ４、

トップの４人の名前を提出いたします。そして、

その部門でディスカッションいたします。最初の

ディスカッションで業績などについても話をいた

します。十分に成熟した人でなければいけないと

いうこともありますし、それぞれの部門で決める

わけです。その部門の候補者がだれがナンバー１

なのかということで、アカデミーとしてはどうい

う人たちを候補に入れるのかということで、最終

両
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的には総会で決定することになります。

非常に込み入ったプロセスになるわけです。し

かし、このプロセスは非常に重要だと思います。

そのようにすることによって、私たちの能力、正

しい将来への地位を保っていけると思います。

これでお答えになっていると思いますが、質問

を取り上げてくださってよかったと思います。私

の情報伝達の間違いがわかりましたので。どうも

ありがとうございました。（編者注：本文訂正済

み）

原セイコーの原と申します。

私はふたつ質問があります。スウェーデンに行

きますといつも思うんですが、そして、ＩＶＡの年

次総会に参加いたしますと（編者注：原会員は

ＩＶＡの外国人客員です）、たくさんの人々を招待

なさっていることに驚きます。隣国の工学アカデ

ミーからもたくさんの人々を招待なさっているこ

とに驚きます。例えばフィンランドやノルウェー、

デンマークなどの国々との相互の調整があるんで

しょうか。ＩＶＡはフィンランドのアカデミーの中

でも受け入れられる、またフィンランドのアカデ

ミーではスウェーデンエ学アカデミーのメンバー

を受け入れるということなんでしょうか。このよ

うな総合的なアレンジメントがあるんでしょうか。

それがまずひとつ。

そしてふたつ目ですが、協力関係をおっしゃい

ました。企業とアカデミーとのヨッテボリの地域

での協力関係についてお話になりました。私の理

解に基づきますと、マルメでもこのような協力関

係のセンターをつくろうと考えていると聞いてい

ます。ストックホルムでもひとつ考えられている

と聞きます。私の質問ですが、今現在は他のノル

ディック諸国の中にもこのような活動が拡大され

ているんでしょうか。ＩＶＡのイニシアティブによっ

て、このような活動が促進されているんでしょう

か。

エストルンドまずひとつ目の質問ですが、我々

のシスター・アカデミーとの関係ですが、我々の

隣国は隣国として、互いに交流するのは当然のこ

とですが、しかしながら公的な協定というものは

ありません。

我々は１年に１回会います。そしてNordic

AcademyMeetingの名のもとに交流しています。

デンマーク、ノルウェー、フィンランド、スウェー

デンの国々の人が集まるわけです。そして、この

ようなミーティングを毎年行っているわけです。

そして、それぞれの活動を報告するということで

す。これは非公式のミーティングです。それぞれ

のアカデミーがどういった活動をしているかとい

うことについて報告をし、夕食をともにするといっ

た会議です。

ですから、公的な協定、メンバーに関しての協

定などはありません。我々は我々のメンバーを選

出するのであって、我々は決して他の原則に基づ

いてメンバーを選出するわけではありません。我々

の原則に基づいて行うわけです。これは基本的な

我々の原則であり、それぞれのアカデミーがそれ

ぞれの自分たちの規則やニーズに応じてアカデミー

のメンバーを選出しているわけです。

ときには、私自身も気づいたことですが、少な

くともノルディックの諸国のアカデミーと同じよ

うに、日本の工学アカデミーとも緊密な協力関係

があります。といいますのは、ノルウェーのアカ

デミーは非常に小さく、我々のアカデミーが行っ

ているような活動はあまり行っていません。フィ

ンランドには、フィンランド語とスウェーデン語

を話すふたつアカデミーがあります。スウェーデ

ン語を使う工学アカデミーは、ＩＶＡと同じぐらい

古いアカデミーです。フィンランド語を話すアカ

デミーはかなり若いアカデミーです。今はこのふ

たつの組織に傘をかける大きな組織ができ上がっ

ています。年次的な会議はありますし、交流もあ

ります。デンマークのアカデミーはノルディック

諸国の中では一番活躍が顕著で、ＩＶＡと同じぐら

いの活動をしており、互いに交流を深めています。

もうひとつのご質問で、ヨッテボリなどで行わ

れている共同活動ですが、南のマルメでも行って

おります。ヨッテボリというのは、スウェーデン

の中では第２の都市で、マルメは第３の都市です。

そして、それぞれ地域の支部がありまして、我々

自身もあまりにもストックホルムに焦点を当て過

ぎる、ストックホルム的だという非難を受けるこ

とがあります。ですから、地域の活動も促進しな

ければなりません。我々は地域でもアクティブに
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なってやっていきたいと思っています。

こういった地域的な活動という認識が高まって

きています。例えばInnovationYearの中でもこ

のような地域からの活動を促進するということが

行われています。それらの人々に参加してもらう、

また地域的に参加してもらうということを我々は

求めています。

また、ＩＶＡの位置ですが、ＩＶＡは決して地域の

活動を損なうものになってはいけない。ヨッテポ

リのほうにも行きますし、マルメのほうにも行き

ます。そして、私はスピーチをいたします。年次

総会をそちらで行うということもします。年次総

会で行っているスピーチを、ヨッテボリやマルメ

などでも行うわけです。すなわち、そういった地

域に対しても、また地域の活動に対しても敬意を

払っているわけです。

我々はスウェーデンの北部のほうでも支部を始

めました。今のところ人口が少ないのであまり活

動はめざましいものではありませんが、スウェー

デンというのは、ご存じのように非常に小さな国

です。880万人の人口しかありません。ですから、

そういった問題もあります。

また、我々は他の国とのクロスボーダー的な活

動は行っていません。スウェーデン内での活動だ

けです。というのは、一部には国家の活動は国家

の事業、またその国の科学や技術を促進する目的

があるからです。

沈（中国）国家の組織といたしましてIVAが活

動なさっているわけですが、NationalMuseumof

Technologyなどもつくられているわけですが、ど

うしてこういったものをつくられているのでしょ

うか。国立技術博物館などをつくられているのは、

どういった理由からなんでしょうか。

エストルンド２０の機関を設立いたしましたと申

し上げましたが、こういった組織がそれぞれ分か

れていなければ、我々は非常に巨大な組織になっ

てしまいます。ですから、我々にとってはこれら

の組織に分けられることによって、それぞれがイ

ニシアティブをとってやることができるようにな

ります。そして、我々はインセンテイプを人々に

与えて、それらの人々にあとをやってもらうとい

うことになります。

Z４

例えば博物館をつくりました。またスウェーデ

ン技術アタッシュ・システムもできました。また

は腐食研究所もできました。彼らも資金を自分た

ちで調達することができます。我々はそれを見守

ります。我々から独立していったわけですから、

いわばまだ子供の、幼稚な事業であるかもしれな

い、研究所であるかもしれないわけです。自分た

ちで経営をしなければならないのであって、それ

を監視するのが我々の役割です。どのように活動

していくかということを、我々が見守るわけです。

そして、自分たちで資金を調達して、自分たちで

独立採算でやっていくわけです。我々がそれまで

それを全部サポートすることになれば、彼ら自身

がやる必要がなくなってしまいます。

ですから、たくさんの組織があります。もちろ

んその中にはなくなってしまった組織もあります。

我々がコミッションを取って運営していたものも

あります。この数年間は非常に成功しましたが、

小さな組織については、例えば５年間、自分たち

でやってみろということで我々が監視、モーター

するわけです。そして、機能が果たされているか

どうかを見ていくわけです。

パイリング･コミッションというのがあります。

また、ウェルディング･コミッションもあります。

溶接の委員会です。また、ほかにもいろいろあり

ました。地すべりの委員会というのもありました。

それぞれの問題に対処するための機関でありまし

た。４，５年間、どれだけ機能していくかという

ことを見守っていきます。

大学の中の機関をつくる場合もあります。大学

教授がその中にメンバーとして入る場合もあり、

また、法律もその中で議論されることもあります。

我々の仕事を果たし、もしそれでもうまくいか

ない場合は閉鎖するということになります。

ですから、我々が別組織を設立した理由はこの

ようなものです。

沈（中国）もうひとつ質問があります。スウェー

デンでは、議会や政府の法律や規則、すなわち意

思決定においての法律がありますでしょうか。

例えばスウェーデンでは、非常に大きなプロジェ

クトを行いますね。新しいプランのもとで新しい

プロジェクトを行い、新しい技術の開発を行うと

、
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いうような場合、ＩＶＡの意見だけでできるんでしょ

うか。それともスウェーデンのＡｃａｄｅｍｙｏｆＳｃｉ‐

enceなどもありますし、ふたつの組織があると思

いますが。

エストルンドいや、彼らは今のところは全く責

任はありません。我々がやるわけです。しかしな

がら、私としては彼らもやっていることを望んで

います。

といいますのは、重要なメカニズムとして、我々

はこの数年間、我々のイメージをつくり上げてき

ました。そして、非常に独立性を持っています。

そして信頼'性があり、高い誠実性を持っています。

ですから、独立した機関が政府も非難できるとい

うことを認識してほしいわけです。我々は政府も

非難します。一方、我々の提案に合意してくれれ

ば、これは非常に価値があるということも言って

くれるわけです。ですから、政府からの質問もあ

ります。政府からアドバイスを求められることも

あります。しかし、彼らは何も我々に聞かなけれ

ばならないという義務もないわけです。そして、

我々の提案に従う義務もないわけです。

もちろん政府にアクセスしていくのにたくさん

の方法が考えられます。工学関係の大臣などとも、

また政府の他の閣僚とも我々は話し合います。し

かしながら、重要なことは、我々は重要な産業の

リーダーたちを集めているということです。そし

て、彼らがいろいろな問題についてディスカッショ

ンし、話し、そして実際に問題に対処していこう

とするわけです。スウェーデンではこういったこ

とが非常に重要です。そして、こういったことを

するということは政府にとっても意味があること

です。

李（韓国）私は韓国の工学アカデミーとして参

りました。

ＩＶＡの活動に関するスピーチは大変印象的でし

た。私どもは多くのことを学ぶことができました

が、BusinessExecutiveCouncilの役割について

もっと詳しくお聞きしたいと思います。

また、テレビのゴールデンアワーのプログラム

についてももっとお聞きしたいと思います。それ

は商業ベースでの番組なんでしょうか。どのよう

にして、そのようなすばらしいプログラムをつく

られたんでしょうか。

エストルンドまずく私たちのBusinessExecutive

Councilですが、ＩＶＡには700人のスウェーデン

の一般会員がいます。彼らは会費を払いませ

ん。無料です。スウェーデン人に対しては無料で

す。

それで、BusinessExecutiveCouncilというも

のがあるわけですが、現在では約220社を超えるス

ウェーデンの企業で、ＩＶＡをサポートする会社が

メンバーとなっています。そして、それぞれの企

業からＣＥＯであったり、研究開発のマネジャーで

あったり、そういう人たちがBusinessExecutive

Councilに代表として企業から参加しています。

こういった企業は会費を払っています。このこ

とが私たちの予算に非常に大きく貢献しています。

それぞれの企業で、企業の規模によるわけですが、

大体2,500ＵＳドルから１万2,500ＵＳドルぐらいの

範囲です。クローネに直しますと、大体1,500万ク

ローネ、200万ＵＳドルがBusinessExecutive

Councilから来る資金ということになります。

また、私たちのネットワークにも非常に大きく

貢献してくれています。ネットワークとしての能

力であります。BusinessExecutiveCouncilの方

は、さまざまな分野、さまざまなプロジェクトに

それぞれの分野から貢献してくださっているわけ

です。

なぜ会費を払わなければいけないのかというこ

とをお聞きになるかもしれません。これは私たち

にとって非常に大きな収入源であることは言うま

でもありません。しかし、また別の理由もありま

す。

ひとつ、大企業にとって非常に重要な理由とい

たしましては、大企業がIVAを支援する。例えば

エリクソンのＣＥＯ（経営最高責任者）が同僚と一

緒に言ってくれたのは、非常に強力なＩＶＡが必要

だということです。スウェーデンの産業は強力な

工学アカデミーを必要としているんだ、と言って

くれました。重要なことについて政府に対して意

見を言ってほしい、と言ってくれています。つま

り、このようにして大きな企業が支援してくれて

いるという事実、そのことが非常に重要でありま

す。
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また、小さな中小企業は私どもの会員としては

それほど多くありませんが、しかし比較的小さな

会社もいくつか会員となっております。彼らにとっ

て非常に重要なのはネットワークであります。非

常に重要なクラブの会員となったわけです。この

ネットワークを通して、ほかの会員を招待するこ

ともできます。私もＩＶＡのBusinessExecutive

Councilに参加しましょう、とほかのところが言う

でしょう。そうすると、共通のベースができるわ

けです。私たちのBusinessExecutiveCouncil

の会員が、私たちのセミナーやシンポジウムその

他の活動にほかの人たちをたくさん招いてくれて

います。

また、最終的に非常に重要なのは、ＩＶＡのブラ

ンド･ネームです。例えば小さな会社の社長さん、

小さな町の社長さんにとって、きのうＩＶＡに行っ

てきたということが非常に重要です。その町の人

たちに言うと、非常によく受け取られるわけです。

これも無視できない非常に重要な要素であると思

います。

もうひとつ要素を挙げるといたしますと、毎年、

王室の技術ミッションを組織しています。３年前

には韓国に対するツアーもありました。私は参加

できませんでしたが、大変印象深いツアーだった

由です。また、BusinessExecutiveCouncilの会

員もその王室技術ミッションに参加することがで

きます。そのことも企業にとっては非常に重要な

のではないでしょうか。

ふたつ目の質問はテレビの番組についてですが、

歴史を振り返るとこうです。２年前、９５年の年次

総会のときに私が言い始めたんですが、スウェー

デンの福祉はスウェーデンの発明家に負っている。

スウェーデンの発明家がスウェーデンという国を

建設してきたんだと言いました。コンピューター

ビデオもお見せいたしましたが、グスタフ・デ・

ラヴァル、電話を発明したエリクソン(Lars

MagnusEricsson)などいろいろな有名な発明家が

います。ですから、スウェーデンの福祉、福利は

スウェーデンの産業によるものであり、そういっ

たビジネスをつくった独立した起業家によるのだ

ということを強調することが非常に重要だと思い

ます。ハーカン・ランス(HakanLans)という非

Z６

常に有名な発明家がいます。彼はＧＳＰの非常に重

要な技術を発明した人です。コンピューターのマ

ウスとも関連しています。こういうメッセージを

人々の家庭に届けたかった。テレビの番組をつく

りたかったと言ったわけです。

そうすると、人々がスウェーデンの誇りがどう

いうことによってつくられてきたのかということ

がわかるわけであります。人々のスウェーデンで

の態度、つまり発明家や起業家やビジネスマンに

対する態度はだんだん悪くなっています。そうい

う人たちは本当はヒーローであるべきなのに、も

うヒーローではなくなってしまっています。そこ

でこういうプロセスがスタートしたわけです。

私はハーカン・ランスさんに随分お世話になり

ました。またクルト・ニコリン（CurtNicolin）

さん。この人はビジネスマンで､ＡＢＢやＡSEAを

つくった人でありますが、非常に深くプログラム

にかかわってくれました。また、ほかの業界の人

たちとも話をいたしました。そうすると、みんな

すばらしいアイデアだと言ったわけです。また、

家具のIKEAをつくった人も私たちを支援してく

れ、資金を提供してくれました。このようにして

多くのスウェーデンの企業が賛助してくれました。

それで、４分の１は政府からの助成金もありま

した。非常に製作のコストが高かったんですが、

非常に熱心な人々がおりましたので、最終的には

何とかうまく番組をつくることができました。そ

して、うまくいったと思います。

柏木大変興味深いお話を伺わせていただいた

んですが、私どもが一番関心を持っていたのは、

Non-GovernmentalEngineeringAcademyと

いうことでございます。私どもの日本におけるの

と、スウェーデンにおけるバックグラウンド・カ

ルチャーが違うから、同一に論じられないのだと

思いますが、GovernmentalとNon-Govemmen‐

talの差違というのはどこにあるんでございましょ

うか。

エストルンド文化が違うということには気づい

ていました。私はつつましく望むと言いましたよ

うに、私の経験が皆さんの何らかの役に立てばい

いなと思ったわけです。すべてが役に立つという

ことはないと思います。それぞれの文化に合わせ

雨
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た形で、形を変えていかなければいけないと思い

ます。

非政府と政府関係の組織の違いでありますが、

政府の組織というのは政府に属するわけです。つ

まり、さまざまな政府のオーソリティー、例えば

省庁と関連しているわけであります。私たちの場

合は全くそれからは独立しているわけです。もち

ろんつながりはあるわけでありますが、そのつな

がりというのは経済に役に立つ何らかの貢献をし

てほしいということを毎年頼まれるだけでありま

す。

政府もこれまでのところ補助金を出してくれて

います。基本的な資金も出してくれています。今

日では私たちの予算の全体の10％ぐらいが政府か

ら来ています。もちろん年によって金額は変わり

ます。つまり、通商産業省のようなところが私た

ちに対してこういう資金を提供してくれるわけで

あります。

しかし、省庁、大臣としましては、どうしてこ

の資金を出さなくてはいけないのかということで、

自分を擁護しなければいけないと思います。また、

省庁のいろいろ出されているペーパーを見ますと、

どうしてIVAに資金を出すのかということで、い

ろいろ議論があるようであります。内部で彼らが

言っているのは、ＩＶＡというのは政府がアクセス

できる団体でＩＶＡ以外にはそういうところがない

ということであります。非常に簡単に素早くさま

ざまな分野から来ている会員に対して政府がアク

セスできるのは、ＩＶＡが唯一の場所であるという

のが、その論拠となっているようであります。ま

さにそのとおりであります。そういう利点がある

わけであります。

独立した組織として活動しているということは、

非常に大きな利点であります。ときには政府を批

判することもできるわけであります。政府の方と

しても、その批判を喜んで受け入れるという場合

もあるわけであります。もちろんそうでないとき

もありますが。

中原それでは、私のほうからちょっと伺いた

いんですが、日本では政府も大学も産業界も現在

いわゆるハイテク･ベンチャービジネス、イノベー

ションが最大のテーマになってそれぞれ一生懸命

やっているわけです。例えば三菱電機さんは今、

中国に大規模な半導体の工場をつくっている。と

いうことになりますと、日本ではその分、仕事が

なくなるわけです。それで空洞化するということ

になりますので、急いで新しい産業をつくらなく

てはいけないということになります。

スウェーデンでも、スウェーデン最大の会社で

あるエリクソンが、今度本社をスウェーデンの外

に移すというようなうわさ、新聞記事が出たりし

ています。スウェーデンでも新規事業の育成を熱

心にやっておられるようですが、例えばエリクソ

ンが本社をスウェーデンの外に移すというような

ことに対して、ＩＶＡはどういう態度をおとりになっ

ているんでしょうか。

エストルンドそうです。このことについては論

議されました。エリクソンがその本部をスウェー

デン以外の国に移すということが話されました。

そして、ここでも１年前ぐらいにこの問題が出ま

した。可能かどうかというような問題でした。も

ちろん本部をスウェーデン外に移すことは可能だ

ということでした。

ＩＶＡといたしましては、これらに介入すること

はできません。実際のところ、エリクソンはスウェー

デンの工場を閉鎖いたしました。小さな町の工場

を閉鎖したために、この町はかなり傷つきました。

かなり批判も受けました。私の見解では、エリク

ソンは正しいことをやったと思います。それは企

業のＣＥＯといたしまして私自身も経験したことで

す。工場を閉鎖しなければ効率を獲得することが

できないということであれば、または競争力がさ

らに侵食されているということであれば、閉鎖せ

ざるを得ません。ですから、エリクソンは正しい

ことをいたしたと思います。

そして、本部、本社をスウェーデン外の国に移

すということですが、かなり残念ではありますが、

しかしながら企業として正しいことをやっている

と思います。といいますのは、もちろんその競争

力をいつも見ていかなければならないわけです。

スウェーデンは正しいビジネス環境を提供しなけ

ればいけません。そして、それが正しい環境でな

ければ、エリクソンのような企業は外に出ること

になるのです。エリクソンの問題ですが、スウェー
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デンの問題でもある。企業、ビジネス、社会の問

題でもあります。

ＩＶＡの役割は、ここで政府の役人と話し、そし

て政府に対して正しいビジネスの環境を提供する

べきだと。例えばビジネスの政策もそうですし、

税制度もそうです。正しい環境を提供することが

必要だということが言えます。また教育システム

もそうですし、大学のシステムもそうです。その

ようなことに対して政府に提言できます。そして、

そのことによってよい投資先となることができる

のです。ですから、競争力が必要だということを

政府に対していつも提言しています。そして、競

争力は10年前、２０年前の競争力ではない。企業の

間、市場での製品の競争力ということも昔は言わ

れていましたが、競争力にはまた別の分野があり

ます。今日では企業を誘致できる競争力という国

同士の競争力もあります。こういった分野で我々

はよい環境を提供していないということが言える

のです。ですから、よい企業を誘致するためのよ

い企業環境が必要です。教育だってそうです。大

学や科学の研究所とのよい緊密な関係、また税の

制度もそうです。

弘岡私は講演の内容、特に活動の説明に対し

て非常に感銘を受けました。

プレゼンテーションの最後の部分ですが、技術

のフォーサイト、洞察に対しての重要なポイント

をおっしゃいました。プロセスということについ

てもう少し聞きたいと思います。ご存じのように、

日本政府のScience＆TechnologyAgency

（科学技術庁）はtechnologicalforesightを５

年ごとに出しています。昨年６回目のフォーサイ

ト、展望を出しました。そして、その調査の結果

を出しました。どのようにこのようなtechnological

foresight、技術的な洞察を行えるんでしょうか。

そして、プロセスをどのように検証していけるの

でしょうか。そして、このプロセスの効果はどう

いったものなんでしょうか。

私の名前は弘岡と申します。神戸の流通科学大

学の教授でおります。２年前に地震が起こったと

ころです。

エストルンドそれでは、手短にお答えしたいと

思います。

Z８

我々は現在、我々のプロセスをアウトラインを

作っております。すなわち、技術的なフォーサイ

トをつくりつつあります。そして、そのアウトラ

インを作りつつあり、それは完成していません。

フォーサイトのプロセスにはいろいろな違いが

あります。英国との違いがあります。デイアコ博

士(DrDeiaco)がきょうここに来ております。彼が

我々のプロセスがどういったものかについて、もっ

と詳しくお話しできると思います。そして、日本

に来て日本のプロセスを学んでいるところです。

そして、それをもっともよい方法で我々のプロセ

スに用いていこうと考えています。彼はあす東京

に行きますので、ぜひ今夜あとで彼に話してもら

いましょう。ですから、私は手短にお話ししたい

と思います。

我々はこのプロセスを来年、1998年に始めます。

そして、二、三の分野をカバーすることになって

います。私の同僚が11の違った技術の分野を考え

ているわけですが、しかしながら私はちょっと蹟

曙しています。といいますのは、私自身は11とい

うのはかなり多過ぎると考えているからです。も

し私が他の資金を調達している人々に対して説得

することができれば、１１というのも可能かもしれ

ません。

１８ヶ月間、このプロセスを行っております。そ

して、我々のメンバーに対してサジェスチョンを

与えております。特に技術の分野で18ヶ月もかか

るというのは長過ぎるんじゃないかと言っている

人もいます。分野の中の別のディピジョンの中で

は、１８ヶ月なんて短過ぎる、もっとかかるんじゃ

ないか、と言っている人もいます。ですから、１８

ヶ月ぐらいがいいのではないかと考えています。

たくさんの人々を巻き込むことになります。パ

ネルもつくります。それぞれの分野でのパネル、

分科会をつくります。そして、プロセスについて

話し合うわけです。企業から、また大学から、い

ろいろな人を巻き込むことになります。しかし、

私が申し上げたいのは、この会のあとにでもぜひ

デイアコ博士とお話しください。そうすれば、詳

細にわたる情報を得ることができます。デイヤコ

氏もたくさんのことをまたあなたからも学べると

思います。

、

両
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“

中原それでは、大変すばらしい講演をしてい

ただいて、会議をスムーズに進行させていただい

たことに謝意を表したいと思います。

それで、オフィシャルなquestionanswerdis‐

cussionはこれでいったん終わりということにいた

します。ただ、英語でディスカッションされたい

方は、エストルンド先生は少しは時間が割いてい

ただけると思いますので、番外ということで続け

させていただきたいと思います。どうも有難うご

ざいました。

(注）米国、日本等の主要国の大使館へ科学技術

担当官を派遣している組織……編者注

＊ 以上は、当日の御講演（英語）の同時通訳の

速記録を編集したもので、この後に掲載され

ている英文テキスト（事前に講演者より頂い

たもの）と完全に一致してはおらず、英文テ

キストにない部分もございますので、その点

御了承下さい。

EAJInformationNo,75／1998年３月 Z９



●●

KurtOstlund，President
RoyalSwedishAcademyofEngineeringSciences

Bominl937・StudiesinVeterinaryMedicineatTheRoyalVeterinaryCollege，
Stockholmhroml956，ChemistryatStockholmUniversity1963-64.

Family：MarriedtoKerstin・Threechildren，onegrandchild、

1969awardedDoctorsdegreeinVeterinaryMedicine，Stockholm．

1971PIofessorofFoodHygieneandHeadofthelnstitutionofFoodHygieneat
theRoyalVeterinaryCollege，Stockholm．

ProfessorOstlundhasbeenHeadofTheSwedishMeatResearchlnstitute，vice

presidentofResearchandDevelopmentatAlfa-LavalFoodandDairyEngineering，
pIesidentatPIovendorAB，executivevicepresidentatProcordiaABandpresident
atVidelnvestAB．

Froml995PresidentatRoyalSwedishAcademyofEngineeringSciences．

Ｍｅｍｂｅｒｏｆａｎｕｍｂｅｒｏｆｃｏｍｐａｎｙｂｏａｒｄｓofdirectors，ｉ・a.：
ＣｈａｉｒｍａｎｏｆｔｈｅＢｏａｒｄｏｆＳｗｅｄｉｓｈ庇chnicalAttach6System
MemberofthｅＢｏａｒｄｏｆＵｎｉｌｅｖｅｒＳｗｅｄｅｎＡＢ

ＭｅｍｂｅｒoftheBoardofSwedishUniversityofAgriculturalSciences
MemberoftｈｅBoardofAkademiskaHusiUltunaAB

Personal：NOn-smoker,non-golfer,fbndofwater-skiing，fishingandbikingaswell
asclassicalmusic．
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ＯｎｔｈｅＲ⑪les⑪fNon-Gwemmental

En窪ineerin窪Academies

AddressbyKurtOstlund,PresidentoftheRoyalSwedishAcademyof
EngineeringSciences､Osaka,Novemberl2’1997

ThereisarumourgoingroundthatatthetumofthecentuIy,the
world'scomputerswillallbreakdown・Ihavebeentoldthat
theywillnotknowinwhatcentuIy-orevenmillennium-they
findthemselves・Theoutcomecouldwellbeadisastmusbreak‐

downinbankingandadministrativesystemsallaroundthe
wor1..Invariousasyetunknownways,theroutinesofour
evelydaylifiecouldbeseriouslydisrupted・Thisscenarlomayor
maynotbetrue・NObodyknowsfbrsure．

However,onethingiscertain:j"/b”α加地｡b"＠Jり８０》ishereto
stay・ItwilIcontinuetobeofvitalimpoltanceinscience，
educationandbusiness,regardlessofitsdemonstratedcapacity
fbrcreatinghavoc．

Problemsofthiskindareofientheresultofwhatwecouldcall

wcommunicationbreak-downs'，intheinterfacebetween

technologyandpeople,betweenthetoolanditsmaster・
Improvingtheman/machineinterfaceisataskandachallenge
fbrthosewhodevelopcomputerapplications,andlwouldsay
thatitisworthconsideringwhetherimprovinginterplaybetween
technologyandtheneedsofsocietymightberegardedasa
particular‐ｏｒeven肋eparticular‐taskofacademiesof
engineering・Ishallretumtothisquestion．

So,oneimmediateconclusionisthatoneofthecentral

型l皿glggi里lfieldsofinteresttoeveIyengineeringacademy-
infbrmationtechnology-is,inspiteofitsshortcomingdestined
toplayanimportantroleinsocietyinthenextcentuly．

Today,wehavegatheredheretoaskourselveswhether
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engineermgacademieswillbeabletosharethesamehappyfate・
Inmydiscussionlshallrepeatedlyrefertomyownacademy，
ⅣＡ,notbecauseitrepresentstheidealsolution,butbecauseit
iswherelhavegainedmyexperience．

Toputthepivotalquestionmorebluntly:'Willsocietyneedthe
servicesofacademiesofengineeringatallinthenext
millennium?wlnotherwords,willtherebeademandfbrour

services？Ａ礎Academiesultimatelyindispensable？

Regrettably,myanswerhastobeinthenegative・TheIeisno
suchthingasanindispensableacademy・InSwedenatleast，
business,industIyandsciencewillalmostcertainlysurvive
withoutourhelP．

AccordingtotheculTentdebate,ｍａｎｙofourtIaditional
institutionsa配becomingobsoleteasaresultoftherapid
changestakingplaceintheworldamundus・Isthatalsotrueof
engineeringAcademies？

Thebasicneedsofsocietyanditscitizenscanneverbecome
obsolete・

Whiletheseneedsremainmoreorlessthesame,therapid
changestakingplaceinmodern-daysocietycontinuelDcallfbr
anunendingstreamofnewsolutionstoperennialproblems・And
IwouldsaythatthisiswhereengineeringAcademiescomein-
toutilizeourknowledgeofscienceandtechnologyandour
broadviewofsocietytoidentifj/problemsandcomeupwith
solutions､Ofcourse,aprerequisitefbrsuccessisthenaccessto
ahighlevelofcompetencei、thefieldsofscienceand
technology型型afacultyfbrdeployingthiscompetenceina
societalcontext．

Istatedbefbrethatengineeringacademiesarenotindispensable・
Iwouldsaythattheyarenotevenneededandwillnotsurvive

(atleastnotasvigorousorganizations)皿些旦theycanfUlml
fimctionsthatcannotbefhllfilledbyanyotherOrganization．

雨
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Byavigorousorganizationlmeananorganizationwithhighly
ambitiousgoalswhenitcomestoinfluencingrelevant
developmentsinsociety,andonewhichhastheabilityto
achieveitsprimalyohjectives・Theopposite,whichyou
certainlyhaveobservedinsomeorganizations,standsfbr
deteriorationintosomekindofgentlemen'sclub,aimedonlyat
satisfjmgtheintrovertneedsofitsmembers,Youcouldsaythat
theexistenceofAcademiescanonlybejustifiediftheyhave
somethingtoofferthevarioussectorsofthesocietyinwhich
theyoperate・Theymustbeabletoprovidesomespecial
knowledge,someuniqueperspectivepackagedinawaythatno
otherinstitutionororganizationcanmatch．

So,asIseeit,Academieshavetodevelopandchiselout
strategiesinasimilarwaytobusinessenteIprises・Inbusiness
telms,ｙｏｕwouldsaythattheymustfindaniche．

And,asinbusinesslife,itisaquestionofcompetition､Firstand
fbremost,youhavetodelivercompetitiveproducts,thatis,fbr
instance,statementsandreportsthatareacceptedbyyour
"market'',reportsandmessagesthat１℃achyourtargetgroups
(Which,bytheway,havetobedefined,asonevelyother
market).Otherwise,yourproductswillneverbeconsumedand
theintendedeffectswillfailtomaterialize．

Butcompetition,asfarasAcademiesareconcerned,isalsoa
questionofattractingtherightmembers,andtoenticingthemto
workfbrtheAcademy・Iwouldsaythatthisisacrucialand
increasinglyimportantquestion,becausecompetitionfbr
people'sattentionandcommitmentisescalatingandbecoming
fiercereveIyday･Modemsocietyoffersawholespectrumof
interestingandstimulatingactivities,ａｎｄAcademieshaveto
offeractivities,thataremorestimulatingandevenmore
challengingthan‐golffbrexample．

Againstthisbackdrop,Iwouldnowliketorefertoourreasoning
regardingtheSwedishAcademyandourapproachtothese
questions．
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TheprimalyohjectiveoftheAcademy,asitwasfblmulatedin
ourstatutesalongtimeago,andtowhichwemustadhere,is：

Themainobjectiveofthe

AcademyiSto…

“pmmotefbrthebeneWtofthecommunity,the

technologicalandeconomicsciencesandthe

pmgressofindustry”

(IVA，sstatutes,§１）

Afierclosetoeightyyears,theideastillholdsgood・Sincethese
lineswerewritten,Swedenhaswitnessedanunparallelled
scientific,technicalandeconomicdevelOpment・Butwhatabout
theAcademy？Ｈasitsowndevelopmentbeenadequate？Willit
besointhefhtuIe？

Inordertogivemoretangibleshapeandconcretesubstanceto
ourohjectivesandthusmakeiteasiertocommunicateour

message,wehavetriedtoelaboratethemalongthreelines：

IVAshouId…

'c1eanyinlluenceSwedishdeveIopmentinIVA's

sphe『Bsofcompetence

rhaveanaturaIpositionasadvisertoSweden's

decision-make『ｓ

〆takeanactivemIeinthedeveIopmentofSweden's

globalcompetitiveness

Thenextquestionis:whattoolsandassetsdowepossessto
enableustocarIythisthrough？

Firstandfbremost,therearetheAcademy'smembers,ｏｒrather，

銅
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“

theircompetence・Withoutthemembersthereisnoacademy・
Withouttheirknowledgeandexperlencetherearenonew
solutions・Theyareourmostvitalassetandtheirimportancecan
neverbeoverestimate｡､ToadoptakindofcoIporatelingo:they
constitute“sα〃０１．

Needlesstosay,themembersarehighlyqlualified,experlenced
profbssionals・TheircollectiveknowledgegivestheAcademya
unique,panoramicviewofsocietyanditspotential､Their
collectiveexperienceshowsushowwemightusethatpotential・
Theircontributionisparticularlyvaluablebecausethey
representmanydiffもrentsectorsofsociety．

Iwouldliketoemphasisethatourmembers-andthatgoesfbr
Swedishaswellasintemationalmembers‐arenotexclusively
engineers,anddonotcomeexclusivelyfromacademia・The
Academy'sclosetoonethousandmemberscomefmmdifferent
spheres-industIyandbusiness,theacademiccommunityand
govemment．

Wedevoteagreatdealoftimeandeffbrttotherecruitmentof
newmembers・Thesearenominatedandelectedbytheirpeers，
onthebasisoftheireXpertiseandexperience,whiletheir
potentialcapacityfbrmakingsubstantialcontributionstothe
workoftheAcademyisalsotakenintoaccount．

InanassessmentofanAcademy'sassets,Iwoulddesignatethe
name,ＩＶＡ,constitutinga''trademaIk''ｏｒ''brandw,ａｓ“ser〃ｏ２．
Inthisrespect,wearefbrtunate・IVAhasbeenamundalong
time-alotlongerthanmanyofitssisteracademies,andwe
havehadmanyyearstogroomourimage・Thisisaprocess，
ｗhichtakestime・ＡｓａｎｏｌｄＶｏｌｖｏｅｍｐｌｏｙｅｅ‐ａｎｄｅｖｅｎａＶＯｌｖｏ
伽一Iwouldliketopointoutthatitactuallytookatleastthirty
yearstoestablishtheVolvobrand,andtogiveittheconnotation
ofqIualityandsafety‐onthedomesticmarket,Sweden1

InSweden-andabroadtoo,Ｉｈｏｐｅ－ｔｈｅⅣAbrandname
standsfbrcompetence,independenceandamultidisciplinary
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approach・Thecredibilityofourideasandpmposalsrestson
boththeintegilyandcompetenceofourolganization・Thefact
thatourmembersrepresentｓｏｍａｎｙｄｉ齢rentsectorsand
disciplinesgivesgreatercredencetoourmessage.ⅣAprovides
neutralgroundfbrdiscussions,whichmeansthatpeoplefi℃m
differentspheresandevenfmmrivalcompaniescanmeetand，
givetheirinputinanon-competitiveatmosphe唾.Thiscreates
theconditionsfbrafiPuitfillsynthesisofideasandperspectives．

Decision-makershaveconfidenceintheAcademy,notonly
becauseofthecompetenceembodiedinit,butalsobecauseof
itsindependenceandintegrity.Ｏurintegrityisofvital
importance・Itwouldobviouslyerodeourcredibilityifonany
occasionwewereperceivedtohaverelinquishedour
impartiality､Inmyopinion,safeguardingthatintegrityisoneof
themostimportanttasksdevolvinguponthePresidentofan
Academy．

AnotinsignifIcantelementwhichhasbearingonourbrand
nameisour''Royal''connection・MembersoftheRoyalf：Imily
havealwaysshownalivelyinte１℃stintheactivitiesofthe
Academy,andasyoualmostcertainlyknow,KingCarlXⅥ
GustafisthepatronofourAcademy・WeaIegmtefhlfbrhis
supportandcommitmenttoAcademyactivities・Forexample，
fbroneweekeveIyyear,hetakespartinourRoyalTechnology
Mission-anintemationalstudyvisittoacountIyorcontinentto
leammoreaboutitsindustIy,educationalsystemandsociety・In
l990hevisitedJapaninhiscapacｉｔｙａｓｌＶＡ'spatmn・Nextyear
thedestinationwillbeBIazil．

Anyolganizationthatwishestostayontopmustcultivateits
assets・ＡｎｄthisisnolesstruefbrAcademies・Aslsaid,ourtwo
mostimportantassetsareourmembersandourbrandname,and

itisvitalnottoneglecteither・Ourmembersarebusypeople
withheavycommitmentselsewhere・Wearefbrtunatethatthey
findthetimeandarewillingtodevotetheirenelgiestoacademy
activities､Itisincumbentuponusto''reward''theirloyaltyand
commitment・Wemustgivesomethinginretum､Ｗｅｔｌｙｔｏｄｏｓｏ

鋪
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byarmngingstimulatingdiscussions,providingopportunitiesfbr
themtomeetwiththeircounterpartsinotherpartsoftheworld，
andbygivingthemachancetobecomeｅｖｅｎｍｏ１℃deeply
involvedintheprocessofinfluencingdevelopments．

ImustconfesstosometimesbeingsuIprisedthatimportant
peoplearepreparedtodevotesomuchtimeandeffbrtonthe
Academy'sbehalfThiscanmostprobablybeattributedtotwo
factors:thewolkisstimulating,and,maybemostimportant,they
canreallyseesomeresults､Decision-makershaveleamedto
listentotheAcademy．

Itisequallyimpoltantthatwecultivateourassetno2・Our
wbrandnamewhastobekeptpolishedtokeepitsgloss､Wemust
continuetobaseourworkonareliablebodyofscientificfact，
andaslhaveindicated,wemustbeseentouseourpowersof
analysisindependentlyofstmngcommercialorpolitical
interests,ifwearetoretainourreputation．

YOurnextquestionisprobably:whoarewedoingthisfbr？Ｗｈａｔ
areⅣA'smaintalgetgroupsandwhy?Myreplyisthatour
primalytargetgroupconsistsofthedecision-makerswhositin
theSwedishParliamentandtheSwedishGovemment・Other

targetgroupsincludeⅣＡ'sownmembers,decision-makersin
business,researchandeducation,EUdecision-makers,and,on
someoccasions,eventhegeneIalpublic．

nleseothercategoriesconstituteourseco"z〃ﾌﾉtarget９℃ups，
Thatistosay,thatbyadressingthemweseektoc１℃ateopinion
whichcanbeusedtoexeltpressureonourprlmarytargetgroup．
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IVA'ｓＴａＩｇｅｔＧｍｕｐｓ

lDecision-make『sinPaniamentandthe
Govemment

ｌＩＶＡ'sownmembers

lDecision-makersinbusiness,尼sea1℃ｈａｎｄ
education

'Decision-make庵withintheEU

'YOungpeopIe

Recently,wehaveidentifiedandagreedonthegrowing
importanceofaanothergroupinsociety‐youngpeople・Itmay
seemselfLevident,thatyoungpeoplewouldthusconstitutea
naturaltargetgroupfbrAcademies,buttraditionallythathasnot
beenthecase,atleastnotinourAcademy・Theyoungpeopleof
todayfaceaworldthatischangingmorerapidlythanatany
othertimeinhistory・Theymustmakesimilarchoicestothose
thatwemade,butareconfrontedbyaworldinfinitelymore
competitiveandintemationalizedthantheonethatweentered
asyoungadults・Andtheyneedtobebetterprepared､1fthey
wantajob,theymustgetagoodeducation・Iftheywantareally
goodjob,theymustlookmoretoeducationandtrainingin
scienceandtechnology,fbrthatiswherethenewjobsaretobe
fbund,ａｎｄⅣAseekstopmmoteinterestincareersinscience
andtechnology．

Itismysincerehopethatwewillbeabletoexpandactivitiesto
reachmoreandmoreyoungpeople・TheyrepIesentthefhtureof
oursociety,butalsothefUtuIeoftheAcademy・Theywillbethe
newmembersoftheAcademy,thenextgenerationofindustrial
leaders,thenewcadreofdecision-makers．

RunninganAcademyisnotonlyamatterofbeingphilosophical
andfbrmulatingprinciplesandstrategies,butalsoinvolvesthe
mundanetaskofmanagingabusinessolganization・Ｈｏｗdowe
combinethesetwoappmaches？

詞

詞



Ｏｎｅｏｆｍｙｐ“decessorsoncewmtethatAcademieshavetwo

countenances・Oneisthatofthebeareroftradition-ofcentuIy‐
oldrulesofetiquetteembodyingrespectfbrknowledgeand
experience・TheotheristhatoftheyouthfUlrefbmlerwho
welcomeschangesintheknowledgebase,technicalprogress
andintemationalrelationsandallowsthemtoinfluencethe

directionandstructureofactivities．

Insomerespects,thisideaisreflectedinthewayinwhichour
Academyfimctionstoday・Inbusinesstemls,wetalkabouttwo
integratedcorebusinessesorcoreactivitiesasillustratedinthe
diagram．

綱
Twointegratedcoreactivities

D+】
#~↓

】IVI目Iｒ

帥
竜Ｐｍｒ

;ゴ『-... 識;４

１iii

】ロＩ‐皿】【
膳
侭

ヨrｎＩＦ 】 ロ 【 皿 Ⅲ Ｉ Ｆ

Ｏｎｔｈｅｏｎｅｈａｎｄ,attheheartoftheAcademy,therearethe
regulardivisionalmeetings,theexclusiveannualmeetingheld
eachautumn-inwhichseveraIofthoseheretodayhave
probablytakenpart-researchexchangesandstudyvisits・T11ese
activitiesarefbrthebenefitofIVA'ｓｃａ７００Ｓｗｅｄｉｓｈｍｅｍｂｅｒs，
ourmo１℃than200fbreignmembersandalsoourBusiness
ExecutivesCouncil,thatrepresentsmorethan200major，
Swedishcompanies．

2９

“

Ontheotherhand,wehavetheprogmmmeactivitieswhich
includeseminarsandsymposia,Studies,pressseminarsandthe
like・Theseactivitiesaremore”extrovert，'incharacter,targeted
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atoIganizationsandpeopIenotnecessarilyinvolvedinIVA'ｓ
business．

Theohjectiveofprogrammeactivitiesistospreadnewideas，
influencepublicopinion,quitesimplytomakeadiffelence・YOu
couldsaythattheseactivitiesaretheconcretemeansbywhich
weseektoachievethefimdamentalohjectiveoftheAcademy．

IflreflectfbramomentonthehistolyofAcademies,itbecomes
apparentthatakeyconceptfbranyAcademyis''flexibilityw．
Thesuccessofanyolganizationdependsonitsabilitytoadjust
itssightsandadaptitsactivities,andlthinkitisfairtosay,that
ⅣAhasalwaysbeenopentothewindsofchange・Infactthatis
avitalprerequisitefbranAcademy-theabilitytopredict
Possibleoutcomesandadaptaccordingly．

WhenlVAwasestablishedinl919,itwaswiththeexpress
puIposeofensuringasecureeneIWsupplyfbrSwede､'s
industly・Rightfi℃mtheveIyoutset,theAcademyactedasa
catalyst・SometwentyinstitutionscantracetheiroriginstolVA
committeesorgroups・Inthefirsttwodecadesofitsexistence，
ⅣAhadanumberofresearchinstitutesandevenfbundedthe

NationalMUseumofTechnologywhichwasfbratimehousedin
theatticpremisesoftheAcademy's1Inthepost-warperiod，
researchmovedintothesphereoftheuniversities,ａｎｄⅣA
tumeditsattentiontoothermatters・However，overtheyears,the
Academycreatedagreatnumberofinstitutesandolganizations
designedtoaddressthespecialproblemsoftheday・Youcansee
justafewofthemonthislist．

州漁
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Spin-offorganizations
NatiOnalMuseumofTechnology,１９２４

InstitutefbrSu噸ceChemisWy,１９６２

SwedishCormsionResearchInstitute,１９６５

TheSweden-JapanFoundation(SJF),１９７１

Inter､ationaIFoundationfbrScience(IFS),１９７２

TheSwedishTechnicaIAttacheSystｅｍ,１９８１

StockhoImTCchnoIogyPark,１９８５

SwedishIndustriaIDesignFoundation,１９８９

SwedishInstitutef℃rQuaIity(SIQ),１９９１

Inthel970s,thefbcusofactivitieschangedonceagain,andthe
Academybegantoarrangelarge-scalesymposiaandseminars
ontopicaltechnicalthemes,ｂｏｔｈwithSwedishandfbreign
audiences・Atthistime,IVAwasoneofonlyafewactorsinthis
fIeld,andthankstoitsbroadintemationalnetworkwasableto

musterimpressivelistsofexpertsandspecialiststotakepartin
theseactivities・Butthisonlywolkedwellfbratime．

NowwetIytoactasarefinerofknowledge,bridgingthegap
betweenacademiaandpolicy-makers・Researchfindingsarenot
alwayscomprehensibletopoliticiansandadministratorsand
theyaretheonestakingsomevelyimportantdecisions・The
AcademymustactasanintemlediaIy,aninterpretermoving
betweenthetwodistinctworlds．

ＩＶＡｓｈｏｕＩｄ…

actasa尼加erofk77ow1ed9ewithaviewto

beinga"ubﾉeshooter

IwouldliketodemonstratehowtheAcademyoperatesby
tellingyoualittlemoreaboutacoupleofthemajorprQjectswe

●

havelaunchedthisyear,ａｎｄthatrepresentawholenew
approach・Youmightevencallthemaseriesofexperiments1
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AnotherkeyconceptunderlyingAcademyactivitiesisthatof
''entemrise1'・Thisyear,1997,itislOOyearssincetheStockholm
Exhibitiontookplace(andAlfiedNobel'swillwasopened),and
wehavechosentomarkthisan､iversalybyinitiatingavast
programofactivitiesdesignedtochangepeople'sattitudesto
inventors,innovationsandtonewideasgenerally,Thispmject
goesbythenameof肋"ovα"o〃脆〃I99Zwhichwillgiveyou
someideaofthethinkingbehindit．

InnovationYearl997isauniquegatheringofnationalfbrces
fbrtheliberationofideas,inventionsandbusinessinitiatives・

Theobjectiveistostimulate,notonlyeconomicgrowth,butalso
humangrowthintermsofknowledge,competence,personal
relationsand,notleast,abetterenvironmentandincreased

generalwelflre､Wemustendeavourtoencourageenterprisein
evelyfleld､WOrldwideexcellenceshouldbeourbenchmark・
Thepossibilitiesarethereifonlywecanpulldownthebarriers，
encoulageinitiativeandrewardachievement．

InnovationYearl997isachallengetothecreativeenergiesof
theSwedishpeople・Nearlyonehundredpmjectshavealready
beenregisteredandthereisasteadystreamofnewones・The
pmjectisopentoyoungpeople,publicagencies,municipalities，
non-profitandbusinessorganizations,politicians,etc．

TheInnovationYearpIQjectsareextremelyvaried､They
includebothlocaleffbrtsandnation-widecampaigns，
designationsoflnnovatoroftheWeekandCompanyofthe
Week,aswellasmeetingstopromotecooperationbetween
highereducationandthebusinesscommunity．

OneofthepmjectsissomethingquiteuniquefbrourAcademy，
and,Idaresay,fbranyAcademy・Thisisthetelevisionseries
''Swedishlnnovations",whichiscmTentlybeingbroadcaste｡．
，'SwedishInnovations，'isSweden'slargesteverinvestmentin
TV-documentaries・Theyconsistofsixone-hourpmgramsabout
Swedishinventorsandentrepreneurs・Thisisprime-time
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televisionattractingaboutlmillionviewersoutofapopulation
ofjust8.8million．

lmentionedearlierthatwearebeginningtofbcusonyoung
peopleinourcommunity､ThistakesthefbImofayouth
initiativewithinthefiameworkofthelnnovationl997pmject、
Amongotherthingswehavelaunchedaseriesoftelevision
programsentitled''AfierschoolWwhichdescribescareersin

scienceandengineering・Theｓｅｐｍｇｒａｍｓａｒｅｓｈｏｗｎｏｎｏｎｅｏｆ
Ｓｗｅｄｅｎ'smostpopularchannelsfbryoungpeople-ZTV-and
willhopefnllyhavemadethemmoreawareoftheoptionsopen
tothem,aslongastheyarepreparedtoinvesttimeandeffbrtin
scienceandengineering．

Another''enterprise-oriented"prQjectistheonecalleda""eα
８秒e晩".WehavetakenalookattheimpressivｅＣＯＮＮＥＣＴ
ｐｒｏｇｒａｍｉｎｐｒｏｇｒｅｓｓｉｎＳａｎDiego,Califbmia,andfeelthatit
mightbeexcitingandrewardingtotIysomethingsimilarin
Sweden．

Wehavespentsometimethisyearstudyingtheprogram,which
servesasabridgebetweenresearchers,entrepreneurs,investors
andservicepmfbssionals・Forafewyearsnow,ithasfimctioned
likeanwincubator''fbrmorethan300newhigh-techcompanies
andraisedconsiderablefimdsfbrthesecompanies・Manynew
jobshavebeencreated､CONNECTisaninfbrmal
entrepreneurialorganisationwithmorethanl80volunteersand
isoperatedwiththesupportoftheestablishedbusiness
community．

TheAcademy，sactivitiesinthiscontexthaveincludedastudy
visittoCalifbmiainAprilfbradelegationofⅣApeople・Since
theywereenthusedbywhattheywitnessed,andsincethe
ConnectprogramwasorchestratedbyaprofessorofSwedish
ancestly,Ｄｒ､MaIyLindensteinWalshok,weinvitedherto

presenttheprogramatanlVAseminar・Theresponsewassuch
thatweareseriouslyconsideringlaunchingasimilarprogramin
Sweden．
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Thatmeansthatweintendtoo１℃hestrateacomprehensive
program,aimedatbringingtogetherinventorsandpotential
investors・ThewordWinventors1'inthiscontextdenotesnotonly
inventorsinthetraditionalsense,butalsoresearchers，
innovatorsandanyonewithviableideas・
Bythesametoke、，'Investorswmeansnotonlybankers,ventu1℃
capitalistsandsoon,ｂｕｔａｌｓｏｅ､９.auditingcompaniesand
companieshandlinglegalaffairs・Inthisway,ⅣAintendsto
spealfleadthedevelopmentoftheventurecapitalmalketin
Sweden．

YOumaysaythatthisventureisbeyondthelimitsofan
Academy・胸replytothatwouldbethatwearetestingnew
ground,inaccordancewithourdoctrineofflexibility,whichl
discussedearlier．

Andwhatoftomorrow？Allwereallyknowwithcertaintyisthat
therewillalwaysbechange,andthatthepaceofchangeis
accelerating・Canpeoplekeepupwiththesechanges？Can
decision-makerscomprehendthescopeofthetransitionsthatlie
ahead？

IamconvincedthatthisiswheretheAcademieshaveafimction

tofUllfi11.Toperceive,analyseandsynthesize・Toactasan
inteIp剛erofthelangUageofchange,tobeatrouble-shooter・
Academiescouldundoubtedlybeofservicetosocietyinsucha
role．

IwouldnotdreamoftIyingtopredictwherethiswillleadusin
tenyearstime・ThatwouldbebothfiPuitlessandan℃gant・Alll
cansayisthatflexibilitywillcontinuetobethewatchWord・
Perhapstoo,isuncertaintyessentialelementofthehuman
condition・OnethatweneedinoIdeIstostimulatecreativity
innovativethinkingandenteIprise・Inthiscontextlwouldagree
with脈"iと”Ｓｂ"､eﾉ9serjMZzz4g加"､ｗｈｅｎｈｅｓａｉｄ：

''1t'sbadenoughtoknowthepast;itwouldbeintolerable
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